
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

企業会計予算の概要  予算額 2,500 億円 
               （前年度比 2.4％減） 

● 病院事業会計 

 安全で質の高い医療の提供      

安全で質の高い医療を提供するため、高度 

医療機器の更新・整備や、精神科病棟の増築 

などを行います。 

 

 健全経営に向けた取組        

多様化する医療ニーズに対応しつつ、安定的かつ継続的に医療サービスを提供するため、

地域の医療機関との連携を推進するなど、より効率的で健全な病院経営を目指します。 

 

予算額 281 億円 

（前年度比 8.0％増） 
 

収益的収入  
 

    232 億円 

収益的支出  
  

    236 億円 

差引 ▲4 億円 

未処理欠損金          190 億円 

● 中央卸売市場事業会計 

 安全で安心な生鮮食料品の供給  

安全で安心な生鮮食料品の安定供給を堅持して 

いくとともに、環境にやさしい市場を目指して、 

場内廃棄物の再利用・再資源化を行う施設の設計 

に着手します（Ｈ24 年中に稼動開始予定）。 

 経営の改善に向けた取組        

業務委託の見直しなど徹底的な経費の節減を 

図るとともに、将来の収益増を目指した取組を 

スタートさせます。 

 

予算額 37 億円 

（前年度比 3.3％増） 

収益的収入  
 

     20 億円 

収益的支出  
  

    24 億円 

差引 ▲5 億円  

未処理欠損金            58 億円 

● 軌道事業会計 

 安全運行の確保           

安全運行の確保のため、劣化の著しい軌道 

の改良工事や、老朽化した車両機器の更新な 

どを行います。 

 連携による利用促進の取組      

観光やイベントと連携した魅力ある乗車券の発売、貸切電車とペイント電車のＰＲなど、

利用促進策や増収策を更に推し進めます。 

 

収益的収入  
 

     13 億円 

収益的支出  
  

    14 億円 

差引 ▲2 億円 

未処理欠損金          3.3 億円 

予算額  19 億円 

（前年度比 13.5％増） 

-20- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 高速電車事業会計           

 駅施設などの安全対策      

乗客の安全を確保するため、南北線ホーム 

柵設置（H21～24）、ホーム階の防火戸等設置な 

どを、順次進めていきます。 

 駅の個性化           

駅施設の遊休スペースの活用や授乳室の設置 

など様々な面で地域等との連携を図り、快適で 

 利便性の高い都市空間の提供に取り組みます。 

 連携による利用促進の取組    

プロスポーツ団体、バス会社等の他事業者との連携による利用促進策を推し進め、サービ

スアップや増収につなげていきます。 

 

収益的収入  
  

  460 億円 

収益的支出  
 

    426 億円 

差引   34 億円 

未処理欠損金         3,282 億円 

予算額 795 億円 

（前年度比 5.7％減） 

 

※ 予算額は収益的支出と資本的支出の合計です。 
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収益的収入  
 

   424 億円 

収益的支出  
  

    436 億円 

差引 ▲12 億円 

未処理欠損金           285 億円 

予算額 845 億円 

（前年度比 1.0％増） 

● 水道事業会計 

 安全で安定した水道水の供給   

安全で安定した水道水の供給のため、配水 

施設などの整備や耐震化を計画的に進めます。 

 お客様サービスの充実      

 電話受付センターの機能強化により、水道 

に関するすべての問合せ窓口を一元化し、 

サービスの向上を図ります。 

 健全経営に向けた取組      

業務や組織体制の効率化を図るため機構再編を行うとともに、企業債残高を縮減し、健

全経営を堅持していきます。 

予算額 615 億円 

（前年度比 1.0％減） 

収益的収入  
  

  428 億円 

収益的支出  
 

     388 億円 

差引   39 億円 

未処理欠損金         386 なし 

● 下水道事業会計 

 暮らしの安全と安心の確保    

水害や地震といった災害に備え、雨水拡充 

管の整備などの浸水対策や、下水道施設の耐 

震化を進めます。 

 うるおいと安らぎある街の実現  

水環境を保全するため、豊平川雨水貯留管 

 の整備を進め合流式下水道の改善に努めます。 

 安定した経営のための基盤強化  

厳しい財政状況の中で安定した経営を継続していくため、効果的な事業の選択、財源の充

実、効率的な事業運営により、経営基盤を強化する取組を推進します。 

収益的収入  
 

   413 億円 

収益的支出  
  

    414 億円 

差引 ▲1 億円 

未処理欠損金           293 億円 

予算額 753 億円 

（前年度比 3.9％減） 



 

 

 

 

 

駐車場会計 

 

特別会計予算の概要  予算額 3,235 億円 
               （前年度比 4.1％増） 

予算額 3 億円 

母子寡婦福祉資金貸付会計 

 

○ 母子福祉資金の貸付額の減により、前年
度比 0.9％の減となります｡ 

基金会計 

 

○ 基金の預金等利子の増などにより、前年度
比 31.3％の増となります｡ 

予算額 15億円 
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土地区画整理会計 

 

○ 東雁来第２地区
の事業量が減少す
ること等により、
前年度比 10.9％の
減となります。 

予算額 30億円 

国民健康保険会計 

 

○ 被保険者数の増加に伴う療養給付費の増
等により、前年度比 4.1％の増となります｡ 

 
○ 一般会計から、一世帯あたり保険料を軽

減するための繰入金約 95 億円を含めて、
総額 223 億円の繰入を受けます｡ 

 

予算額 1,946 億円 

介護保険会計 

 

○ 居宅や施設の介護保険サービスの提供
に加え、介護予防などの地域支援事業を充
実させるほか、サービス利用者の増などに
より、前年度比 5.6％の増となります｡ 

 
 
 

予算額 1,041 億円 

後期高齢者医療会計 

 

 

予算額 197 億円 

予算額 2 億円 

○ 介護保険の居宅・施設サービスの利用
者数は 52,100 人と見込んでおり、利用者
１人あたりの保険給付額は月額約 14 万 7
千円となります。 

○ 一般会計から、
保険料を軽減する
ための繰入金約 27
億円を含めて総額
39 億円の繰入を受
けます。 

 

○ 北海道後期高齢者医療広域連合負担金
の減等により、前年度比 0.9％の減となり
ます。 

○ 札幌駅北口地下
駐車場管理費の減
により、前年度比
7.9％の減となり
ます。 

 

○ 一般会計から、
保険給付に係る
費用の市町村負
担分（12.5％）な
ど、総額 158 億円
の繰入を受けま
す。 

 



Ⅳ　市民一人当たりのサービスと負担

※　(　　)内の数字は構成比です。

平成22年９月１日現在人口 1,910,117人

総額
443,116円

＜＜＜＜市民一人当市民一人当市民一人当市民一人当たりのたりのたりのたりのサービスコストサービスコストサービスコストサービスコストのののの状況状況状況状況＞＞＞＞

＜＜＜＜市民一人当市民一人当市民一人当市民一人当たりのたりのたりのたりの市税負担市税負担市税負担市税負担のののの状況状況状況状況＞＞＞＞

※  各経費には，各分野に関連する事業費のほか
関連する職員費及び公債費を含む

下水道・地下鉄への繰出等産業振興・観光・農務等

総務・芸術文化・ｽﾎﾟｰﾂ等

29,299 円（ 6.6％）

学校教育
30,193 円（6.8％）

その他

消防

11,035 円（ 2.5％）

ごみ処理・環境保全

その他

3,259 円（2.3％）

都市計画税
12,323 円（8.5％）

法人市民税

14,120 円（9.8％）

固定資産税

57,389 円（39.8％）

個人市民税

たばこ税
総額

144,178円

事業所税

4,065 円（2.8％）

福祉・保健・医療等

道路・公園の整備等
65,417 円（14.8％）
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Ⅴ　行財政改革の取組状況と収支不足の解消

基本的な考え方

４つの見直し視点と主な取組内容

行財政改革の取組状況 （単位　億円）

 内部努力によるもの

12 　市民評価（事業仕分け）関連（1.2 ※1）、一般事務費の節減（5.0)、篠
路清掃工場廃止（3.0）　など

 人件費の見直し 5 　職員数の見直し（市立幼稚園閉園による教諭等の減、給食調理員
 の業務委託化等）、派遣職員の見直し、特殊勤務手当の見直し

 他会計繰出金の見直し 97 　公営企業の経費削減、下水道会計における平準化債の発行（単）

 事業の選択と集中によるもの 　臨時的経費の縮減

 市民の皆さんに影響のあるもの

3 　市民評価（事業仕分け）関連（0.1 ※2）、排雪量の抑制(1.2)、市民情
報センター廃止(0.8)、若者支援施設の見直し（0.2）　など

1
　市営住宅使用料の入居者収入分位の見直し(21～25年度までの激
変緩和措置あり)、医療施設等に対する固定資産税・都市計画税の減
免の見直し（19年度から段階的に廃止）

 財産等の有効活用 　土地の売払い（単）、市営住宅整備基金の取崩し(単)

※1　学校開放委託料見直し(0.6)、少年育成指導員配置見直し(0.1)　など

※2　平岡公園梅林ライトアップ事業廃止(0.06)、野外活動指導員研修廃止等(0.05)　など

114

23年度
実　施

主　な　取　組　内　容

 事務事業の見直し
（内部効率）

項　　　　　目

5

見直し効果額合計

4

 受益者負担の適正化等
（使用料・手数料等の見直し）

 事務事業の見直し
 （サービス水準等）

4

127

19 12

22 3 322

2

①①①①

②②②②

③③③③

④④④④

(単)は効果が単年度限りのものを示す
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（単位　億円）

22年度
(2010）

23年度
(2011）

24年度
(2012）

25年度
(2013）

26年度
(2014）

市税、交付税、譲与税・
交付金等の一般財源
（臨時財政対策債を含む）

4,497 4,497 4,497 4,497 4,497 

国・道支出金 1,861 1,976 2,065 2,158 2,260 
市債
（臨時財政対策債を除く） 297 279 270 254 270 

その他 1,558 1,503 1,499 1,498 1,494 
歳入合計　　　　Ａ 8,213 8,255 8,331 8,407 8,521 
人件費 1,092 1,060 1,025 1,026 996 
扶助費 2,202 2,357 2,484 2,617 2,761 
公債費 1,010 958 968 941 938 
普通建設事業費 667 667 667 667 667 
他会計繰出金 891 959 937 931 914 
その他 2,367 2,371 2,376 2,379 2,384 

歳出合計　　　　Ｂ 8,229 8,372 8,457 8,561 8,660 

収支不足　　　Ａ－Ｂ ▲ 16      ▲ 117 ▲ 126    ▲ 154    ▲ 139    

 22年2月中期見通し収支不足 ▲ 117

 税収増による収支好転 37        

 地方交付税等の増による収支好転 30        

 事業費の変動等による収支悪化 ▲ 99 　扶助費、市有施設改修など

▲ 149

127      

 財政調整基金取崩し 22        

149      

0 差　　　　　引

　　　　　　　　　　（単位　億円）

不　　足　　額

対　　策　　額

　地方交付税＋84、臨時財政対策債▲54

　市民税(個人▲23、法人＋42)、
　固定資産税＋11など

　前ページ参照 事務事業の見直し

▲ 117

▲ 117

２３年度予算における収支不足の解消

2
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